










































































































本編の皇統系図には「天皇」 ・ 「院」 書かれず、 「後高倉」 ・ 「後






















































































































































が加筆によるものであることを物語ってい また、 「後光厳」の袖書における年代 下限は、 「同【文和三年】十一十六大嘗會」であり、譲位の年月日が記されていない
*11。おそらく、前田本『日本
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からは裏付けることができない続柄であ 「伯」系図の系線の引き誤りであるかも知れないが、 彼らがそれぞれ、 兄の猶子 っていた可能性は十分にあるであろう。　
また、 この「伯」系図には、 資宗王の子「守資」と、 資基王（資


































前田本『日本帝皇系図』には、本編 および、 「伯」以外 附載
















に直叙） 、 宝字五 六一 十 朔条（正親正に任官）に所見があり、年代的に見ても、石見王の外祖父として、特に問題はない。大坂王の出自は未詳であるが、従五位下に直叙された天平勝宝元年の時点では、王の直叙 は選叙令の規定が完全適用されており、従五位下に直叙された王は三世王～五世王であった。また、継嗣令の規定から 当時 女王」号を称すことができたのは五世までであったと考えられる で、大坂王の女子
 











































































































































































分かれた近衛家について、南朝方の近衛経忠に「南殿」 、北朝方の近衛基嗣に「西殿」と朱書で注記がある。これは、 三条家の「西殿」が「三条西」家と称された例に倣うと、 それぞれ「近衛南」家、「近衛西」家となるであろう。　
また、鷹司師平に「北殿」と朱書で注記がある。これは、近衛





















































































































系譜情報が含まれている。それらについては、史料批判を行うことによって、そ 史料的価値を確定 一方、中世的に色付けされて解釈された 史実に らざる記載につ ても 一顧だ せず放擲するのではなく、そのような系譜が造 れた背景についても考察する必要があると思われる。　
いずれにせよ、前田本『日本帝皇系図』 は、史実とは認め難





















































































邦省親王の薨逝は、 永和元年 （一三七五） 九月十七日である （ 『後
深心院関白記（愚管記） 』永和元年九月十七日条） 。前述のように、前田本『日本帝皇系図』本編の原本の編纂年代は、後光厳院の大嘗会以降、譲位までの期間（一三五四～一三七一）と推定され、当時、 邦省親王は存命であった。これは、 前田本『日本帝皇系図』本編が邦省親王のもとで作成され 推定とも矛盾しない。　
また、ここで注意すべきは、前田本『日本帝皇系図』 編の後
に編纂された『本朝皇胤紹運録』と 関係である。　




























































輔（ 四八〇～一五五二） 。四条流では、四条隆永（一四七八～一五三八） 、鷲尾隆康（一四八五～一五三三） 、油小路隆継（一四四九～一五三 ）の子で早世した隆秀。日野流 は、烏丸冬光 三～一五 六） 、廣橋守光（ 四七一～一五二六） 。*10　
但し、丁の表の面と裏の面とに、ややズレがある。前田本『日本帝皇










「四辻殿」 も称されているので、こ 「四辻宮」 は 本来、忠成王を指したものであろう。なお、忠成王につい は、久保木圭一「岩蔵宮彦仁王（源彦仁）について
 ──
 ある傍系皇族の軌跡




















の成立」 『神道研究』第一一六号、一九八四年九月、二二～四五頁） 。なお、顕行王は、仁安三年（一一六八）九月十八日（ 『兵範記』 ）から治承二年（一一七八）正月五日（ 『玉葉』 までの間に、顕綱王と改名したと考えられる。 『山槐記』治承二年正月五日条に「顕行」とあるのは 記主の藤原忠親が改名を知らなかったためであろう。*13　
源資顕（もと博仲王）は、 『公卿補任』永仁七年（己亥）非参議
 従三
位「源資顕」袖書に、 「故入道従二位侍従資基王二男。母。 」とあり、源康仲は、 『公卿補任』嘉元三年（乙巳）非参議
 従三位「源康仲（四十八） 」





























仁和寺真光院を相続した。そのため、邦省親王家（花町宮家）の文書・典籍類は、廉仁王の没後、禅守に相続され、その後、真光院に伝来したと考えられる。 『実隆公記』文亀元年（一五〇一）閏六月廿九日条に、 「真光院僧正、禁秘抄上下小双帋（花町宮弾正尹邦省親王筆 被恵之。秘蔵自愛此事也」とあり、 に伝来 ていた邦省親王筆本『禁秘抄』が、真光院僧正（恵山書写本『仁和寺諸院家記』上「真光院」によると前大僧正尊海に比定される。 『仁和寺史料
 寺誌編（一） 』二二三頁）から三条
西実隆に贈られている。邦省親王置文も、同様に 真光院を経て三条西家に伝えられた、と考え ことも可能であろう。禅守につ ては、心蓮院本『仁和寺諸院家記』 「真光院」の「前大僧正禅守（号 僧 ） 」 （奈良国立文化財研究所編集『仁和寺史料
 寺誌編（一） 』吉川弘文館、一九六四
年三月、一五五頁） 、恵山書写本『仁和寺諸院家記』上「真光院」 前大僧正禅守」 （ 『仁和寺史料
 寺誌編（一） 』二二二頁）を見よ。なお、顕
















On Nihon-Teiou-keizu held in the Maeda-Ikutokukai Sonkeikaku-bunko
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